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4月になりました。昨今は盆暮を含めて年
中休みなく学会・研究会が開催されています
ので，⽛学会シーズン⽜という言葉も死語にな
りつつある感がありますが，新年度の主要学
会に向けて準備万端整えておられる先生方も
多数おられることと思います。COVID-19パ
ンデミックは学会の態様を大きく変えてしま
いました。人が“集まる”ことが否定的に捉
えられて，すべての学術集会が中止ないしオ
ンラインでの開催に移行し，この時期に医師
人生をスタートした若い先生方の中には，学
会は webがスタンダード，と信じておられる
方が多数おられるようです。煩わしい他人と
の交流を避けることができて，自分を前に出
すことなく“効率よく”勉強できるWeb学会
は，若い世代のニーズに合っているのかもし
れませんね。
しかし，この数年間，Web開催を余儀なく
された学会・研究会も，かなりの部分は対面
での従来の形に復帰しました。ハイブリッド
配信もやめて現地のみという会も増えていま
す。Web開催には，何かにつけて内向きな若
手の嗜好に合うという以外にも大きなメリッ
トはあり，子育てや介護，超多忙な日常業務
ゆえに学会場に足を運ぶことのできない先生
方のために大きな貢献をしているのは紛れも
ない事実です。日本神経学会のような大きな
学会は，こういった会員のための学習・研修
機会の確保という考えのもと，本幹はリアル
の開催に置くとしてもハイブリッドの形は今
後もずっと続けるであろうと思います。
ですが，私はやはり学会のあるべき姿は現

地開催だと信じています。自分の仕事を同業
者の目の前で開陳して対面で忌憚のない批判
を受ける，教科書や論文で名前しか知らない
高名な先生と知り合いになる，自分の仕事に
注目してくれた面識のない人から声をかけら
れる，こういったチャンスをきっかけにして
若い先生方の世界は大きく拡がります。この
交流の舞台を提供することこそ学会の最大の
役割であって，ただ勉強するだけなら教科書
やネットのオンデマンド講演で事足ります
ね。私は 5月に下関で第 65回日本神経病理
学会総会学術研究会を主催します。ハイブ
リッドもやめて現地のみの開催です。神経病
理は標本を対面で見ながら討論することにこ
そ意味がある，インターネットは神経病理に
はそぐわないという私の信念からですが，
5月 16-18日にはぜひ下関に足をお運びいた
だいて，熱いディスカッションに参加してい
ただきたいと念願いたします。
本号は神経病理の特集です。脳神経内科，
精神科の領域では，研究分野がニューロサイ
エンスの多岐に拡がっており，かつて王道を
占めていた神経病理学の地位は相対的に低く
なっていると私は感じています。加えて，
COVID-19パンデミックのあおりで国内各施
設の脳剖検数は激減しました。このような状
況の中，神経病理学の現在地はどこにあるの
か，神経病理学の価値は今なお不変であるの
か，という命題を読者と共有したくこの特集
を組みました。学会参加と合わせてぜひ熟読
していただきたいと念願いたします。

（神田 隆）
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